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１．概要（Summary） 

近年、微生物を用いた沈着現象を発展させることで重

金属の回収、細菌由来の半導体を用いた半導体デバイ

スの実現、材料生成など微生物が鉱物を作るといったバ

イオミネラリゼーションに注目が集まっている。 [1] 。微生

物の鉱物形成は常温・常圧で行われ、元素特異性、環境

負荷の低減、低コストという利点から環境浄化や金属資源

回収、材料開発などの分野への応用が期待されている。

本研究では PbS を形成する細菌を主とする菌叢を用い、

それらを無機合成した場合と比較し、半導体分野への応

用可能性を検討した。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

薄膜構造評価 X線回折装置 

【実験方法】 

細菌を培地で培養し、そこで形成された PbS を複数の

方法で洗浄して抽出した。抽出した PbS をスライドガラス

上に塗布乾燥して薄膜試料を作り、測定を行った。また、

細菌を介さず無機的に合成した場合の PbS 試料も同様

に作製して測定した。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

図 1に作製した PbS試料のXRDカーブを示す。細菌

を介して作製した PbS の場合、どの洗浄方法を用いても

PbS (方鉛鉱) のデータベースと回折角度が一致する

XRD ピークを確認した。無機合成した場合もデータベー

スのXRDピークと一致した。図1に示す通り、細菌を用い

た場合と無機合成をした場合を比較すると、細菌を用い

た場合の方が ピークの半値幅が狭いことを確認した。無

機合成に関しては、熱処理や Pb2+と S2-のモル濃度によっ

て結晶性に変化があるという報告[2]がされていることから、

その熱エネルギーに相当するエネルギーを付加する、ま

たは化学反応を促進する役割を細菌の生物的なエネル

ギーが担っていることが示唆される。今後は PbS だけで

なく、III˗V 族半導体などさまざまな半導体材料へと応用す

ることや、未解明な部分の多い細菌の呼吸鎖のメカニズム

を解明することが課題である。 
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Figure 1: Comparison of XRD curves 

between inorganic and bacteria-grown PbS 

samples. 


